
(57)【要約】

【課題】　溶接終了後ワークである鉄骨柱をポジショナ

に搭載したままにしておいても鉄骨柱を変形させること

がない鉄骨柱の自動溶接方法を提供する。

【解決手段】　溶接ロボットによるワークの溶接が終了

した後（ステップＳ１）、溶接後の総回転時間と回転速

度に基づいてワークを回転させる回転回数を求める（ス

テップＳ２）。ワーク１回転当たりの複数の教示点を設

定する（ステップＳ３）。求めたワークを回転させる回

転回数に基づいて１の教示点と次の教示点間の移動時間

及び移動回数を求め（ステップＳ４）、求めた移動時間

及び移動回数を既存のロボット制御プログラムに設定す

る（ステップＳ５）。ロボットコントローラに実行プロ

グラムを送信し（ステップＳ６）、ロボットをスタート

させる（ステップＳ７）。所定時間後にワークを支持す

るポジショナの回転を停止し（ステップＳ８）、ワーク

をポジショナから取り外す。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 仮 止 め さ れ た ワ ー ク を ポ ジ シ ョ ナ に 固 定 し 、 前 記 ポ ジ シ ョ ナ を 所 定 回 転 数 で 回 転 さ せ な
が ら 前 記 ワ ー ク の 溶 接 継 手 を 溶 接 ロ ボ ッ ト に よ り 自 動 溶 接 す る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 に お
い て 、 前 記 溶 接 継 手 の 溶 接 が 終 了 し た 後 、 前 記 ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 を 溶 接 時 の 回 転 数 以 下 の
回 転 数 で 所 定 時 間 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ポ ジ シ ョ ナ に お け る ワ ー ク 溶 接 時 の 回 転 数 は 、 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ 以 上 で あ り 、 溶 接 終 了
後 の 回 転 数 は 、 ０ ． １ 乃 至 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鉄 骨 柱
の 自 動 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 溶 接 ロ ボ ッ ト の ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ グ ラ ム は 隣 接 す る 教 示 点 間 の 移 動 時 間 及 び そ の 移
動 回 数 を 基 に 、 ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 を 制 御 す る も の で あ り 、 前 記 ワ ー ク の １ 回 転 当 た り に 複
数 の 教 示 点 を 設 定 し 、 所 望 の 総 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 に 基 づ い て １ の 教 示 点 と 次 の 教 示 点
と の 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 求 め 、 こ の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 前 記 ロ ボ ッ ト 制 御 プ
ロ グ ラ ム に 設 定 し て 前 記 ポ ジ シ ョ ナ の 前 記 溶 接 終 了 後 の 回 転 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ワ ー ク と し て の 鉄 骨 柱 の 変 形 を 防 止 す る こ と が で き る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 築 用 鉄 骨 柱 と し て は 、 例 え ば コ ラ ム 柱 、 パ イ プ 柱 、 連 結 コ ラ ム コ ア 等 が 挙 げ ら れ る 。
こ の よ う な 建 築 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 に 関 す る 従 来 技 術 と し て 例 え ば 特 開 平 ６ － ２ ８ ５ ６
３ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 及 び 特 開 ２ ０ ０ ０ － ７ ９ ４ ７ １ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） が 挙 げ ら
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 予 め 標 準 的 な 形 状 、 寸 法 を 有 す る 第 １ の コ ラ ム コ ア に つ い て 溶 接 ロ ボ
ッ ト の 動 作 を テ ィ ー チ ン グ し て 第 １ の デ ー タ と し て 制 御 手 段 に 入 力 し 、 次 に 、 実 際 に 溶 接
の 対 象 と な る 連 結 コ ラ ム コ ア に 関 す る 第 ２ の デ ー タ を 前 記 制 御 手 段 に 入 力 し 、 前 記 第 １ の
デ ー タ を 第 ２ の デ ー タ に 基 づ い て 変 更 し て 計 測 用 の 第 １ ジ ョ ブ を 作 成 し 、 こ の 第 １ ジ ョ ブ
に 基 づ い て 実 際 に 溶 接 す る 連 結 コ ラ ム コ ア の 位 置 、 形 状 及 び 寸 法 の う ち 少 な く と も １ つ を
計 測 し 、 こ の 計 測 結 果 に 基 づ い て 溶 接 ロ ボ ッ ト に 連 結 コ ラ ム コ ア を 溶 接 さ せ る た め の 第 ２
の ジ ョ ブ を 作 成 し 、 こ の 第 ２ ジ ョ ブ に 基 づ い て 連 結 コ ラ ム コ ア を 溶 接 す る 自 動 溶 接 制 御 方
法 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 長 時 間 溶 接 の 場 合 で も 高 い 溶 接 品 質 を 維 持 す る
こ と が で き る と い う こ と で あ る （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 請 求 の 範 囲 、 段 落 ０ ０ １ ６ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ に は 、 複 数 の 溶 接 線 を 有 す る ワ ー ク に 対 し て 、 夫 々 複 数 層 の 溶 接 を 行
う に 際 し 、 先 ず 、 各 溶 接 線 の 初 層 溶 接 を 順 次 行 っ て 一 旦 停 止 さ せ 、 初 層 溶 接 状 態 を 確 認 し
た 後 、 溶 接 を 再 ス タ ー ト し て 各 溶 接 線 に 残 り の 溶 接 層 を 順 次 溶 接 す る 自 動 溶 接 方 法 が 開 示
さ れ て い る 。 こ の 自 動 溶 接 方 法 に よ れ ば 、 溶 接 欠 陥 に 起 因 し て 途 中 停 止 さ れ る 危 険 率 の 高
い 初 層 を 、 各 溶 接 線 Ｌ １ 乃 至 Ｌ ｎ に つ い て 優 先 的 に 施 工 し 、 こ れ ら 初 層 に 欠 陥 が な い こ と
を 一 括 し て 確 認 し た 後 、 各 溶 接 線 Ｌ １ 乃 至 Ｌ ｎ に つ い て 残 り の 中 間 層 及 び 仕 上 げ 層 の 溶 接
を 順 次 施 工 す る よ う に し た の で 、 自 動 無 人 運 転 に よ る 途 中 停 止 の 発 生 頻 度 を 大 幅 に 減 少 さ
せ る こ と が で き る と い う こ と で あ る （ 特 許 文 献 ２ 、 特 許 請 求 の 範 囲 、 段 落 ０ ０ １ ４ 等 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ８ ５ ６ ３ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ７ ９ ４ ７ １ 号 公 報

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-136918 A 2006.6.1



【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 は 溶 接 対 象 で あ る ワ ー ク の 変 形 を 防 止 す る た め の 工 夫 が な
さ れ て お ら ず 、 溶 接 後 、 ワ ー ク を ポ ジ シ ョ ナ に 搭 載 し た ま ま で 長 時 間 放 置 せ ざ る を え な い
場 合 に ワ ー ク が 重 力 に よ っ て 変 形 す る と い う 問 題 点 が あ る 。 特 に 昼 間 自 動 溶 接 運 転 を 開 始
し 、 無 人 と な る 夜 間 に 自 動 溶 接 運 転 が 終 了 す る 場 合 、 次 の 日 の 朝 ま で ワ ー ク を ポ ジ シ ョ ナ
に 搭 載 し た ま ま の 状 態 で 放 置 す る こ と に な り 、 そ の 間 に 鉄 骨 柱 が 変 形 す る と い う 問 題 が 発
生 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 鉄 骨 柱 は サ イ ズ に よ っ て は 長 い 溶 接 時 間 が 必 要 と な り 、 定 時 時 間 内 に 溶 接 が 終 了 し な い
で 残 業 と な り 、 溶 接 終 了 が 深 夜 に 及 ぶ こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 オ ペ レ ー タ が 不 在 で
あ る こ と が 多 く 、 溶 接 が 終 了 し た ワ ー ク を す ぐ に ポ ジ シ ョ ナ か ら 取 り 外 す こ と が で き な い
。 従 っ て 、 次 の 日 の 朝 ま で そ の ま ま の 状 態 で 放 置 さ れ 、 こ の 間 に 重 力 に 起 因 し て 鉄 骨 柱 が
撓 み 、 変 形 が 発 生 す る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ９ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 溶 接 終 了 後 ポ ジ シ ョ ナ に 搭 載 さ れ た ま ま 長 時 間 放 置 さ れ た 鉄
骨 柱 に お け る 変 形 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ９ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に お い て 、 ワ ー ク で あ
る 鉄 骨 柱 ８ １ は そ の 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 を 隔 て た ２ 箇 所 で ポ ジ シ ョ ナ ８ ２ に よ っ て 支 持 さ
れ て い る 。 図 ９ （ ａ ） に お い て 、 ポ ジ シ ョ ナ ８ ２ の 相 互 間 の 梁 部 材 ８ ３ 部 分 、 ポ ジ シ ョ ナ
８ ２ 相 互 間 で は な く 、 ポ ジ シ ョ ナ ８ ２ の 外 側 の 梁 部 材 ８ ３ 部 分 及 び 鉄 骨 柱 の 先 端 部 ８ ４ に
お い て 大 き な 重 力 が 作 用 し 、 図 中 破 線 で 示 し た よ う に 撓 み 又 は 変 形 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 図 ８ （ ｂ ） に お い て も 、 仕 口 部 分 に 梁 部 材 は 取 り 付 け ら れ て い な い が 、 ポ ジ シ ョ
ナ ８ ２ 相 互 間 の 溶 接 継 手 ８ ５ 部 分 、 ポ ジ シ ョ ナ ８ ２ 相 互 間 で な な く 、 ポ ジ シ ョ ナ ８ ２ の 外
側 の 継 手 ８ ５ 部 分 及 び 鉄 骨 柱 の 先 端 部 ８ ４ に 大 き な 重 力 が 作 用 し 、 図 中 破 線 で 示 し た よ う
に 撓 み 又 は 変 形 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 溶 接 終 了 後 ワ ー ク で あ る 鉄 骨 柱
を ポ ジ シ ョ ナ に 搭 載 し た ま ま に し て お い て も 鉄 骨 柱 を 変 形 さ せ る こ と が な い 鉄 骨 柱 の 自 動
溶 接 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 は 、 仮 止 め さ れ た ワ ー ク を ポ ジ シ ョ ナ に 固 定 し 、 前
記 ポ ジ シ ョ ナ を 所 定 回 転 数 で 回 転 さ せ な が ら 前 記 ワ ー ク の 溶 接 継 手 を 溶 接 ロ ボ ッ ト に よ り
自 動 溶 接 す る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 に お い て 、 前 記 溶 接 継 手 の 溶 接 が 終 了 し た 後 、 前 記 ポ
ジ シ ョ ナ の 回 転 を 溶 接 時 の 回 転 数 以 下 の 回 転 数 で 所 定 時 間 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 例 え ば 前 記 ポ ジ シ ョ ナ に お け る ワ ー ク 溶 接 時 の 回 転 数 は 、 ０ ． ５ ｒ
ｐ ｍ 以 上 で あ り 、 溶 接 終 了 後 の 回 転 数 は 、 ０ ． １ 乃 至 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 溶 接 ロ ボ ッ ト の ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ グ ラ ム は 隣 接 す る 教 示
点 間 の 移 動 時 間 及 び そ の 移 動 回 数 を 基 に 、 ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 を 制 御 す る も の で あ り 、 前 記
ワ ー ク の １ 回 転 当 た り に 複 数 の 教 示 点 を 設 定 し 、 所 望 の 総 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 に 基 づ い
て １ の 教 示 点 と 次 の 教 示 点 と の 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 求 め 、 こ の 移 動 時 間 及 び 移 動
回 数 を 前 記 ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ グ ラ ム に 設 定 し て 前 記 ポ ジ シ ョ ナ の 前 記 溶 接 終 了 後 の 回 転 を
制 御 す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 の 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 に よ れ ば 、 溶 接 終 了 後 も ポ ジ シ ョ ナ に 搭 載 し た ワ ー ク を
所 定 の 回 転 数 で 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ワ ー ク で あ る 鉄 骨 柱 に 対 し 重 力 が 常 に 同 一 方 向 に
作 用 す る こ と を 回 避 す る こ と が で き る の で 、 鉄 骨 柱 の 重 力 に よ る 変 形 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 に 、 前 記 ポ ジ シ ョ ナ に お け る ワ ー ク 溶 接 時 の 回 転 数 を 、 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ 以 上 と し
、 溶 接 終 了 後 の 回 転 数 を 、 ０ ． １ 乃 至 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ と す れ ば 、 ポ ジ シ ョ ナ に 対 す る 負 荷 及
び 電 力 消 費 量 を 必 要 最 小 限 に 抑 え て 鉄 骨 柱 の 変 形 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 溶 接 ロ ボ ッ ト の ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ グ ラ ム が 隣 接 す る 教 示 点 間 の 移 動 時 間 及 び そ の
移 動 回 数 を 基 に 、 ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 を 制 御 す る も の で あ る 場 合 に は 、 撓 み を 防 止 す る た め
の 所 望 の 総 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 に 基 づ い て １ の 教 示 点 と 次 の 教 示 点 と の 間 の 移 動 時 間 及
び 移 動 回 数 を 求 め 、 こ の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 前 記 ロ ボ ッ ト 制 御 プ ロ グ ラ ム に 設 定 し て
前 記 ポ ジ シ ョ ナ の 前 記 溶 接 終 了 後 の 回 転 を 制 御 す れ ば 、 既 存 の 制 御 プ ロ グ ラ ム を 利 用 し て
そ の ま ま 、 本 発 明 を 適 用 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ は 本
発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 溶 接 ロ ボ ッ ト 制 御 方 法 に 使 用 す る 制 御 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２
は ２ ア ー ク 自 動 溶 接 装 置 を 示 す 説 明 図 、 図 ３ は 溶 接 に よ り 組 み 立 て よ う と す る ブ ラ ケ ッ ト
方 式 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 ポ ジ シ ョ ナ １ 、 溶 接 ロ ボ ッ ト ２ 及 び 溶 接 電 源 ３ が 制 御 装 置 ４ に よ り 制 御
さ れ る 。 制 御 装 置 ４ に は ポ ジ シ ョ ナ 制 御 部 ５ が 設 け ら れ て お り 、 ポ ジ シ ョ ナ 制 御 部 ５ に よ
っ て ワ ー ク を 搭 載 し た ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 速 度 及 び 回 転 時 間 等 が 制 御 さ れ る 。 ま た 、 制 御 装
置 ４ に は ロ ボ ッ ト 本 体 制 御 部 ６ 、 ロ ボ ッ ト 動 作 演 算 部 ７ 及 び 教 示 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ８ が 設
け ら れ て お り 、 教 示 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ７ に 記 憶 さ れ た 教 示 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て ロ ボ ッ ト
動 作 演 算 部 で 溶 接 対 象 と な る ワ ー ク の 実 行 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 こ の 実 行 プ ロ グ ラ ム に 基
づ い て ロ ボ ッ ト 本 体 制 御 部 ６ に よ っ て 溶 接 ロ ボ ッ ト が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 制 御 装 置 ４ に は 溶 接 電 源 制 御 部 ９ 、 一 次 記 憶 部 １ ０ 、 演 算 部 １ １ 、 記 憶 部 １ ２ 及 び 入 力
装 置 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 オ ペ レ ー タ は 入 力 装 置 １ ３ を 介 し て 溶 接 終 了 後 に ワ ー ク の 回
転 を 継 続 さ せ る 場 合 の 条 件 と し て 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 を 入 力 す る 。 記 憶 部 １ ２ は 入 力 さ
れ た 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 演 算 部 １ １ は 、 記 憶 部 １ ２ に 記 憶 さ れ た 入 力 デ ー タ に 基 づ い て ワ ー ク の 回 転 数 及 び 後 述
す る 教 示 点 間 の 移 動 時 間 を 演 算 し 、 そ の 信 号 を 教 示 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部 ８ に 入 力 し て 記 憶 さ
せ る 。 一 次 記 憶 部 １ ０ は 演 算 部 １ １ に よ っ て 演 算 さ れ た 演 算 結 果 を 記 憶 す る 。 溶 接 電 源 制
御 部 ９ は ポ ジ シ ョ ナ １ 、 溶 接 ロ ボ ッ ト ２ 及 び 各 制 御 部 に 必 要 な 電 源 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 溶 接 ロ ボ ッ ト ２ は 、 例 え ば 、 ６ 軸 の 垂 直 多 関 節 型 の も の で 、 先 端 ア ー ム の 手 首 部 先 端 に
溶 接 ト ー チ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 溶 接 ロ ボ ッ ト は 、 教 示 ペ ン ダ ン ト で あ る 教 示 作 業 入 力
装 置 に よ る 教 示 作 業 に 基 づ く 動 作 と 、 そ の 教 示 作 業 に よ っ て 作 成 さ れ た 教 示 プ ロ グ ラ ム 実
行 デ ー タ に 基 づ く 動 作 と を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ポ ジ シ ョ ナ １ は 、 例 え ば 、 鉄 骨 柱 で あ る ワ ー ク の ２ 箇 所 を 支 持 す る 両 持 １ 軸 の も の で あ
る 。 ポ ジ シ ョ ナ １ の 支 持 駆 動 部 材 に は ワ ー ク を 保 持 す る ワ ー ク ク ラ ン プ 部 が あ り 、 こ の ワ
ー ク ク ラ ン プ 部 に よ っ て ワ ー ク が 保 持 さ れ る 。 ポ ジ シ ョ ナ １ は ロ ボ ッ ト 制 御 装 置 か ら の 指
令 に よ り 、 ロ ボ ッ ト 本 体 に 対 し て ワ ー ク が 適 性 な 溶 接 姿 勢 と な る よ う に 前 記 ワ ー ク を 回 転
駆 動 さ せ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に お い て 、 ロ ボ ッ ト 溶 接 装 置 に は 、 ２ 基 （ １ 対 ） の ポ ジ シ ョ ナ ３ １ 、 ３ ２ と 、 ２ 基
の 溶 接 ロ ボ ッ ト ３ ３ 、 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ポ ジ シ ョ ナ ３ １ と ３ ２ と の 間 に 溶 接 ロ ボ ッ
ト ３ ３ が 配 置 さ れ 、 溶 接 ロ ボ ッ ト ３ ４ は 、 ポ ジ シ ョ ナ ３ ２ を 挟 ん で 溶 接 ロ ボ ッ ト ３ ３ と 対
向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 溶 接 ロ ボ ッ ト ３ ３ 、 ３ ４ は 、 夫 々 レ ー ル ５ ０ 上 を 走 行 す る 移 動 台 車 ３ ５ に 搭 載 さ れ て お
り 、 各 台 車 ３ ５ 上 に は 、 溶 接 ワ イ ヤ の 貯 留 容 器 ３ ７ と 電 源 装 置 ４ ２ と が 設 け ら れ て い る 。
台 車 ３ ５ の レ ー ル ５ ０ に 直 交 す る 方 向 の 一 端 部 に は 、 夫 々 ア ー ム ４ ０ 及 び ４ １ が 設 置 さ れ
て い る 。 ア ー ム ４ ０ の 先 端 部 に は ト ー チ ３ ８ が 設 け ら れ て お り 、 ワ イ ヤ 貯 留 容 器 ３ ７ 内 に
コ イ ル 状 に 巻 回 さ れ て 貯 留 さ れ た 溶 接 ワ イ ヤ ３ ９ が 巻 き 解 か れ て コ ン ジ ッ ト チ ュ ー ブ ３ ６
を 介 し て ト ー チ ３ ８ に 供 給 さ れ 、 ト ー チ ３ ８ を 通 過 し て 溶 接 部 に 供 給 さ れ る 。 溶 接 電 源 装
置 ４ ２ は ケ ー ブ ル ４ ３ に よ り ト ー チ ３ ８ に 接 続 さ れ て お り 、 ト ー チ ３ ８ を 介 し て 溶 接 ワ イ
ヤ ３ ９ に 溶 接 電 力 を 供 給 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ポ ジ シ ョ ナ ３ １ 、 ３ ２ は 、 台 ４ ４ に 対 し て 回 転 部 ４ ５ が 回 転 可 能 に 設 置 さ れ て い る 。 こ
の 回 転 部 ４ ５ は 中 央 部 が 矩 形 に 切 り 欠 か れ た 形 状 を 有 し 、 こ の 中 央 切 欠 部 に は 、 少 な く と
も １ 対 の 対 向 す る 辺 に 、 ワ ー ク を 固 定 す る 固 定 具 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は ワ ー ク で あ る 鉄 骨 コ ラ ム 柱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５
１ は 予 め 仮 溶 接 し て 組 み 立 て ら れ て い る 。 こ の よ う な 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ を 固 定 具 ４ ６ に よ
り 、 ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 部 ４ ５ に 固 定 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。 １ 対 の ポ ジ シ ョ ナ ３ １ 、 ３ ２ は 鉄
骨 コ ラ ム 柱 ５ １ の 長 手 方 向 に 見 て そ の 切 欠 部 が 整 合 す る （ 重 な る ） 位 置 に 設 け ら れ て お り
、 各 ポ ジ シ ョ ナ ３ １ 、 ３ ２ に よ り 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ を 挟 持 し た と き に は 、 各 コ ラ ム ５ ３ の
中 心 軸 が 一 致 す る よ う に 、 固 定 具 ４ ６ が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ の コ ラ ム ５ ３ を ポ ジ シ ョ ナ ３ １ 、 ３ ２ に よ り ２ 箇 所 で 挟 持 し て 支 持 し
、 コ ラ ム ５ ３ の 端 面 と コ ラ ム コ ア ５ ４ の ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ５ と の 間 の ４ つ の 溶 接 線 ５ ２ を 溶
接 す る 。 こ の 場 合 に 、 コ ラ ム ５ ３ の 端 部 （ 又 は 横 断 面 ） は 、 ４ 辺 の 直 線 部 と 、 ４ 個 の コ ー
ナ 部 と か ら 構 成 さ れ 、 こ の コ ー ナ 部 は 、 適 宜 の 半 径 で 湾 曲 し て い る 。 従 っ て 、 コ ラ ム ５ ３
の 端 部 と ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ５ の 表 面 と の 間 の 溶 接 線 ５ ２ は 、 こ の コ ラ ム ５ ３ の 端 部 の 外 縁 に
沿 っ て 、 ４ 辺 の 直 線 部 と ４ 個 の コ ー ナ 部 と か ら 構 成 さ れ る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に お い て 、 溶 接 対 象 で あ る 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ は コ ラ ム コ ア ５ ４ の コ ラ ム 部 の ４ 側 面
に 仕 口 を 溶 接 接 合 し 、 コ ラ ム ５ ３ を コ ラ ム コ ア ５ ４ の ダ イ ヤ フ ラ ム ５ ５ に 垂 直 に 溶 接 接 合
す る こ と に よ っ て 組 み 立 て ら れ る 。 従 っ て 、 コ ラ ム ５ ３ と コ ラ ム コ ア ５ ４ の ダ イ ヤ フ ラ ム
５ ５ と の 接 合 線 が 溶 接 線 と な り 、 こ の 溶 接 線 が 、 例 え ば １ ２ パ ス の 多 重 盛 溶 接 さ れ る 。 こ
の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ の 溶 接 継 手 は ６ 箇 所 あ り 、 例 え ば １ ２ パ ス の 多 層 盛 り 溶 接 を 行 う 場 合
、 全 溶 接 時 間 は 約 １ ２ 時 間 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 上 述 の 如 く 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の ロ ボ ッ ト 溶 接 装 置 に よ っ て 多 層 盛 り 溶 接 を 行
い 、 溶 接 終 了 後 ワ ー ク の 回 転 を 継 続 す る 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 本 発 明 に 係
る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 の 動 作 フ ロ ー 図 で あ る 。 溶 接 ロ ボ ッ ト ２ に よ る ワ ー ク の 溶 接 が 終
了 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 予 め オ ペ レ ー タ に よ り 制 御 装 置 ４ の 設 定 部 と し て の 入 力 装 置
１ ３ を 介 し て 入 力 さ れ た 溶 接 終 了 後 に ワ ー ク 回 転 を 行 う か ど う か の 指 示 と 、 ワ ー ク の 総 回
転 時 間 及 び 回 転 速 度 の 設 定 値 か ら ワ ー ク を 回 転 さ せ る 回 数 を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 い で 、 図 ５ に 示 し た よ う に ワ ー ク １ 回 転 当 た り 例 え ば ４ 点 （ ９ ０ 度 毎 ） の 教 示 点 ６ １
乃 至 ６ ４ を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 図 ５ は 、 ワ ー ク 回 転 の た め の ロ ボ ッ ト 実 行 プ ロ グ
ラ ム を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 ワ ー ク と し て の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ は ポ ジ シ ョ ナ
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１ の 回 転 中 心 ６ ０ を 回 転 軸 と し て 反 時 計 方 向 に 回 転 す る 。 ワ ー ク １ 回 転 当 た り に ４ 点 の 教
示 点 ６ １ 乃 至 ６ ４ が 回 転 角 度 ９ ０ 度 間 隔 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 ワ ー ク の 総 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 か ら 求 め た ワ ー ク の 回 転 回 数 に 基 づ い て 各 教 示
点 相 互 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 即 ち 、 教 示 点 ６ １ と 教 示 点
６ ２ と の 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 、 教 示 点 ６ ２ と 教 示 点 ６ ３ と の 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動
回 数 、 教 示 点 ６ ３ と 教 示 点 ６ ４ と の 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 並 び に 教 示 点 ６ ４ と 教 示 点
６ １ と の 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 求 め る 。 教 示 点 相 互 間 の 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 求
め た 後 、 求 め た 移 動 時 間 及 び 移 動 回 数 を 既 存 の ロ ボ ッ ト 実 行 プ ロ グ ラ ム に 設 定 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 ロ ボ ッ ト コ ン ト ロ ー ラ に ロ ボ ッ ト 実 行 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 ロ
ボ ッ ト を ス タ ー ト さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 こ の よ う に し て 溶 接 終 了 後 、 所 定 時 間 、 例 え
ば 夜 間 に 溶 接 が 終 了 し た 後 、 次 の 日 の 朝 オ ペ レ ー タ が 勤 務 に 入 る 迄 の 時 間 、 所 定 の 条 件 で
ポ ジ シ ョ ナ が ワ ー ク を 伴 っ て 回 転 す る 。 オ ペ レ ー タ は ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 が 終 了 し た こ と を
確 認 し た 後 、 又 は 次 の 作 業 日 の 朝 に な っ て も ポ ジ シ ョ ナ が 回 転 し て い る 場 合 は ポ ジ シ ョ ナ
の 回 転 を 停 止 し た 後 、 ワ ー ク で あ る 鉄 骨 柱 ５ １ を ポ ジ シ ョ ナ １ か ら 外 し て 、 次 の 工 程 に 供
す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 溶 接 終 了 後 も 予 め 設 定 し た 総 回 転 時 間 及 び 回 転 速 度 に 基 づ い て ワ
ー ク で あ る 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ を 所 定 時 間 回 転 さ せ て お く の で 、 鉄 骨 柱 に 対 し て 重 力 が 常 に
一 定 の 方 向 に 作 用 す る こ と は な く 、 鉄 骨 柱 に 撓 み 又 は 変 形 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 溶 接 終 了 後 の ワ ー ク の 回 転 数 を 、 溶 接 時 の ワ ー ク の 回 転 数
以 下 の 回 転 数 、 例 え ば ０ ． １ 乃 至 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ と 設 定 す れ ば 、 ワ ー ク 及 び ポ ジ シ ョ ナ に 対
す る 負 荷 を 小 さ く 抑 え て 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ の 変 形 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 ワ ー ク と し て ブ ラ ケ ッ ト 方 式 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 ５ １ を 使 用 し た 場
合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 に お い て 、 ワ ー ク の 種 類 は 、 特 に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 図 ６ 乃 至 図 ８ に 夫 々 記 載 さ れ た ノ ン ブ ラ ケ ッ ト 方 式 の 鉄 骨 コ ラ
ム 柱 ５ ７ （ 図 ６ ） 、 鉄 骨 丸 パ イ プ 柱 ５ ８ （ 図 ７ ） 及 び 鉄 骨 Ｓ Ｒ Ｃ 柱 ５ ９ （ 図 ８ ） そ の 他 の
鉄 骨 柱 等 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ に 示 し た ノ ン ブ ラ ケ ッ ト 方 式 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 に お い て 、 溶 接 継 手 は １ ２ 箇 所 で あ り
、 各 溶 接 継 手 に 対 し て １ ２ パ ス の 多 層 盛 り 溶 接 を 施 す 場 合 、 全 溶 接 時 間 は 図 ３ の ブ ラ ケ ッ
ト 方 式 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 の 約 ２ 倍 の ２ ４ 時 間 程 度 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ 基 の 溶 接 ロ ボ ッ ト を 使 用 し て い る が 、 本 発 明 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 溶 接 ロ ボ ッ ト は １ 基 で も ３ 基 で も 、 そ れ 以 外 で も よ い 。 こ の 場 合 、 溶 接 ロ ボ
ッ ト の 数 に 対 応 し て 図 １ の ポ ジ シ ョ ナ １ 、 溶 接 電 源 ３ 及 び 制 御 装 置 ４ 等 の 台 数 が 設 定 さ れ
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 溶 接 終 了 後 の 鉄 骨 柱 の 重 力 に よ る 変 形 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 本 発 明 の 鉄 骨 柱 の
自 動 溶 接 方 法 は 、 ロ ボ ッ ト を 使 用 し た 自 動 溶 接 の 分 野 で 特 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鉄 骨 柱 の 自 動 溶 接 方 法 に 使 用 す る 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
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【 図 ２ 】 自 動 溶 接 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ワ ー ク と し て の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 鉄 骨 柱 の 変 形 防 止 方 法 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ワ ー ク 回 転 の た め の ロ ボ ッ ト 実 行 プ ロ グ ラ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ワ ー ク と し て の 他 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ワ ー ク と し て の 他 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ワ ー ク と し て の 他 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 技 術 の 問 題 点 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ： ポ ジ シ ョ ナ
２ ： 溶 接 ロ ボ ッ ト
３ ： 溶 接 電 源
４ ： 制 御 装 置
５ ： ポ ジ シ ョ ナ 制 御 部
６ ： ロ ボ ッ ト 本 体 制 御 部
７ ： ロ ボ ッ ト 動 作 演 算 部
８ ： 教 示 プ ロ グ ラ ム 記 憶 部
９ ： 溶 接 電 源 制 御 部
１ ０ ： 一 次 記 憶 部
１ １ ： 回 転 回 数 、 教 示 点 間 移 動 時 間 演 算 部
１ ２ ： 回 転 時 間 、 回 転 速 度 記 憶 部
１ ３ ： 入 力 装 置
３ １ 、 ３ ２ ： ポ ジ シ ョ ナ
３ ３ 、 ３ ４ ： 溶 接 ロ ボ ッ ト
３ ５ ： 台 車
３ ６ ： コ ン ジ ェ ッ ト チ ュ ー ブ
３ ７ ： 溶 接 ワ イ ヤ 貯 留 容 器
３ ８ ： ト ー チ
３ ９ ： 溶 接 ワ イ ヤ
４ ０ 、 ４ １ ： ア ー ム
４ ２ ： 電 源 装 置
４ ３ ： ケ ー ブ ル
４ ５ ： 回 転 部
５ ０ ： レ ー ル
５ １ ： ブ ラ ケ ッ ト 方 式 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱
５ ２ ： 溶 接 線
５ ３ ： コ ラ ム
５ ４ ： コ ラ ム コ ア
５ ５ ： ダ イ ヤ フ ラ ム
５ ７ ： ノ ン ブ ラ ケ ッ ト 方 式 の 鉄 骨 コ ラ ム 柱
５ ８ ： 鉄 骨 丸 パ イ プ 柱
５ ９ ： 鉄 骨 Ｓ Ｒ Ｃ 柱
６ ０ ： ポ ジ シ ョ ナ の 回 転 の 中 心
６ １ ～ ６ ４ ： 教 示 点
８ １ ： 鉄 骨 柱
８ ２ ： ポ ジ シ ョ ナ
８ ３ ： 梁 部 材
８ ４ ： 先 端 部
８ ５ ： 溶 接 継 手
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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